
一般競争入札公告 

 

社会福祉法人黎明会では下記の内容の入札に参加する業者を公募いたします。 

 

１．件  名 社会福祉法人黎明会 南台病院 

デジタル X線ＴＶシステム一式の購入にかかる入札 

２.場  所 東京都小平市小川町１－４８５ 

３.契約内容 デジタル X線ＴＶシステム（５年間保守委託含む）・バーコードリーダー・透視 

連続レコーダーシステムの購入及び設置接続工事、既存装置の撤去。 

保守委託契約については、1年後から 5年間とする。接続については、既存装置の

接続状況と同等とすること。 

      詳細は別紙（仕様書）のとおり 

４.募集期間 令和５年１１月８日（水）から令和５年１１月１６日（木）１７時まで 

  募集期間中に入札参加申込書を下記担当者まで提出してください。 

  （郵送・メール・FAX 可） 

５.入札日時 令和５年１１月２４日（金） １１時００分 

６.入札場所 東京都小平市小川町１－４８５ 

  社会福祉法人黎明会 法人本部４階 黎明ホール 

        入札書は封筒に入れ、封をしてください。 

封筒には入札参加者の方の名刺をクリップ留めしてください。 

入札価格は消費税抜きで記載してください。 

７.その他 本入札により決定した価格において、別途一般公募によるファイナンスリース契約    

      の入札を実施いたします。 

  仕様書の内容に関する質問は FAX またはメールでお願いいたします。 

担 当 者 

 社会福祉法人黎明会 法人本部 長岡 

 TEL 042-346-6611（平日 9：00-17：00） 

 FAX 042-345-5975 

メール nyuusatsu@reimeikai.or.jp 

 

 

８.入札参加資格 

(1) 地方自治法施行令第 167 条の 4 の規程に該当していないこと 

(2) 東京都内に契約締結権限がある本店、支店又は営業所があること 

(3) 経営不振の状態（会社更生法第 17 条第 1 項に基づき再生手続き開始の申し立てをしたと

き、民事再生法第 21 条第 1 項に基づき再生手続き開始の申し立てをしたとき、手形又は小

切手が不渡りとなったとき等）にないこと 

(4) 次のアからカのいずれにも該当しない者であること 

ア：役員又は契約を締結する事務所の代表が「暴力団による不当な行為の防止等に関する 



法律（暴対法）」第 2 条第 6 号に規定する者であると認められる者 

イ：暴力団又は暴力団員等が経営に実質的に関与している者と認められる者 

ウ：役員等が、自己、自社もしくは第三者の不正な利益を図る目的、又は第三者に損害を 

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用したと認められる者 

エ：役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して財産上の利益の供与、又は不当に優先的な 

取扱いをする等直接的又は積極的に暴力団の維持もしくは運営に協力し、又は関与し 

ていると認められる者 

オ：役員等が、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有していると認められる者 

カ：次の各号の一に該当する事実があった後 2 年を経過しない者 

（ア） 契約の履行に当たり、故意に工事若しくは物品の製造を粗雑にし、又は物件の

品質若しくは数量に関して不正の行為をした者 

（イ） 競争入札又はせり売りにおいて、その公正な競争の施行を妨げた者又は公正な

価格の成立を害し、若しくは不正の利益を得るために連合した者 

（ウ） 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者 

（エ） 監督又は検査の実施にあたり、職員の職務の執行を妨げた者 

（オ） 正当な理由がなくて、契約を履行しなかった者 

（カ） 契約に関する調査にあたり虚偽の申し出をした者 

（キ） 前各号の一に該当する事実があった後 2 年を経過しない者を、契約の履行に当

あり、代理人として使用した者 

９.入札に関する説明事項 

(1) 入札の方法 

ア：入札書は封筒に入れ、封をし、封書には入札参加者の方の名刺をクリップで留めること。 

イ:入札は、接続、撤去、処分費用を含めた総価を記載すること。 

ウ:入札価格は、「消費税抜き」で記載すること。 

(2) 予定価格 

入札に際しては、予定価格を設定する。 

(3) 入札の無効 

本公告の示した入札参加資格のない者の入札、提出した書類に虚偽の記載をした者の入札

及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。 

(4) 落札者の決定方法 

ア：予定価格の制限の範囲内で、最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

イ：第 1 回目の入札が不調となった場合、直ちに再度入札に移行する。 

ウ：入札施行回数は、3 回を限度とする。なお、再度入札の結果、落札者となるべき入札者 

  がない場合は、第 3 号に規定する無効の入札を除いた最低の価格の入札をした者から 

順次予定価格の範囲内で随意契約の交渉を行うものとする。 

エ：落札となるべき同価格の入札をした者が 2 人以上あるときは、直ちに当該入札をした 

者にくじを引かせて落札者を定める。 

(5) 開 札 

入札者又はその代理人は、開札に立ち会わなければならない。 

(6) 公正な入札の確保 

ア：入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 



号）等に抵触する行為を行ってはならない。 

イ：入札参加者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又 

  は入札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札価格を定めなければならない。 

ウ：入札参加者は、落札者の決定前に、他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示し 

  てはならない。 



デジタル X線 TV システム一式の購入にかかる入札仕様書 

 

以下の要件を満たすこと。 

Ⅰ.本体性能・機能 

【１-１】透視撮影台 

  ① オーバーテーブルチューブ型であること。 

  ② 寝台起倒範囲は、立位約 90゜～水平位約 0゜～逆傾斜約-45゜であること。 

  ③ 寝台起倒速度は、約 6°/sec であること。 

  ④ 立位起倒時、事前に設定した角度で一時停止することができること。 

⑤ 逆傾斜動作時、事前に設定した角度に逆傾斜を制限することができること。 

⑥ Ｘ線管斜入動の傾斜角度は、患者頭側に約 30°患者足側に約 30°であること。 

⑦ 天板の形状は、フラット形状であること。 

⑧ 天板の管球支柱側、術者側のどちらにも手挟み防止シートを有していること。 

⑨ 許容患者質量は、水平時・動作時 135kg 以上であること。 

⑩ Ｘ線用グリッドが、着脱できること。 

⑪ 圧迫筒・バリウムカップ受け・フットレスト・ショルダレスト・横手ハンドグリ

ップを有していること。 

⑫ 圧迫筒で圧迫しながら、映像系長手動および天板左右動ができること。（しごき   

圧迫） 

⑬ フットレストは、二重にロックできる機構を有していること。 

⑭ ハンドグリップは、被検者が握りやすい段付き構造であること。 

⑮ 術者の声をより鮮明に聞き取るため、任意の位置に設置できる術者専用のマイク 

を有していること。 

【１-２】Ｘ線高電圧装置 

① 高電圧発生方式は、インバータ方式であること。 

② 自動露出制御（AEC）を有していること。 

③ 自動輝度調整機能（ABC）を有していること。 

【１-３】Ｘ線管装置 

① 2 焦点を有していること。 

② 付加フィルタは、3種類以上設定できること。 

③ 光照射野による位置決めができること。 

【１-４】検出器 

① 間接変換方式の半導体検出器（フラットパネルディテクタ）であること。 

② 視野サイズは、4種類以上を選択切替でき、最小視野サイズは、120×120mm を設

定できること。 

③ オフセットキャリブレーション機能を有していること。 



④ 特別な温湿度管理を行うことなく、使用可能であること。 

【１-５】遠隔操作卓 

① 透視・撮影条件の表示ができること。 

② 引き出し式トレイを有し、キーボード、マウスを収容できること。 

③ サブデスクを有していること。 

④ 自己診断機能を有し、メッセージが表示されること。 

【１-６】近接操作卓 

① 可動式にて近接操作が行え、透視・撮影ができること。 

② 透視・撮影条件の表示ができること。 

③ キーパッドにて、撮影像の拡大やネガポジ反転などの画像処理ができること。 

④ モニタを１台搭載していること。 

【１-７】モニタ 

① 操作室のシステムモニタは、23 インチで 1920×1080 画素の液晶モニタであるこ

と。 

② 操作室のシステムモニタは、1 つのモニタに透視像、撮影像、システム画面をそ

れぞれ同時に表示できること。 

③ モニタを 1台搭載できる検査室用のモニタ台車を有していること。 

【１-８】画像処理装置 

① パルス透視、連続透視ができること。 

② 透視線量を 3段階のモードに切替できること。 

③ 撮影は、単発撮影、連続撮影、分割撮影ができること。 

④ 分割撮影は、左右二分割、上下二分割、四分割、縦三分割ができること。 

⑤ 透視終了時から指定時間をさかのぼって透視収集ができること。 

⑥ 透視像のラストイメージホールド（LIH）が可能であること。 

⑦ 透視像の白とびおよび黒つぶれをリアルタイムに補正する画像処理機能を有し

ていること。 

⑧ 透視像の上下左右反転機能を有していること。 

⑨ 撮影像のガンマ補正機能を有していること。 

➉ 撮影像の濃度調整ができること。 

⑪ 撮影像のコントラスト調整ができること。 

⑫ 収集画像の拡大表示が可能であること。 

⑬ 撮影像のネガポジ反転機能を有していること。 

⑭ 撮影像の回転、上下左右反転ができること。 

⑮ 画像の距離計測、角度計測ができること 

⑯ 画像のマルチ表示ができること。 

⑰ 仮想Ｘ線絞り表示（バーチャルコリメーション）ができること。 



⑱ ネットワーク上のタイムサーバとの時刻同期機能を有していること。 

【１-９】線量管理機能 

  ① 撮影条件から、透視・撮影の面積線量と線量率を算出する NDD 法を採用している

こと 

② NDD法により算出した面積線量と線量率をモニタに表示する機能を有しているこ

と。 

  ③ DICOM に準拠した Dose SR（線量構造化レポート）出力機能を有していること。 

④ 画像処理装置本体にて、線量レポートをモニタ上にグラフ表示できる機能を有し

ていること。 

【１-10】ネットワーク（DICOM） 

① DICOM に準拠したプリンタ出力（Print）機能を有していること。 

② DICOM に準拠した画像送信（Storage）機能を有していること。 

③ DICOM に準拠した Dose SR（線量構造化レポート）出力機能を有していること 

④ DICOM に準拠した患者情報取得（MWM）および実施情報送信（MPPS）機能を有して

いること。 

⑤ DICOMDIR 形式（簡易 DICOM ビューア付き）で、CD-R/DVD-R に画像を保存する機

能（Media Storage）を有していること。 

 

２.透視連続レコーダーシステム 

➀ 曝射スイッチと連動すること 

① 画像記録は、SSD（Solid State Drive）であること。 

② 画像記録は、万一の故障に備え、RAID1（ミラーリング）にて画像保管できること。 

④ DICOM 画像保存のために、記録可能な BD ドライブ、DVD ドライブ、CD ドライブを

有していること。 

 

３．バーコードリーダー 

  患者 ID の取得が可能であること。 

 

４.接続 

 ＤＩＣＯＭ Storage サービスを有し、既存のＰＡＣＳに送信できること。 

 

５.保守委託 

【５-１】資格要件 

 ①薬機法に基づき医療機器修理業の許可を受けていること 

 ②対象装置のメンテナンス技術を有すること 

 



【５-２】内容 

 ①メーカー指定の定期点検作業報告書に基づき、年 1回の定期点検を実施する。 

 ②メーカー指定の定期交換部品を含む。 

 ③故障が発生した場合は必要な措置を講ずること。 

 ④修理交換部品はＸ線管球を除き全て含むものとする。 

 ⑤漏洩Ｘ線量の測定は含まない。 


